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4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 中止 9 12 4 9 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 5 11 5 11 5 11 5 11

1 静電気（コンデンサー） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 12

2 静電誘導 〇 〇 〇 3

3 静電遮蔽 0

4 電界の強さと電位差 〇 〇 2

5 クーロンの法則 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 8

6 コンデンサの静電容量・電荷 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 19

7 コンデンサに蓄えられるエネルギー 〇 〇 〇 〇 4

8 コンデンサの耐電圧 〇 〇 〇 〇 4

9 電気抵抗 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 17

10-1 磁界の強さ 〇 〇 〇 〇 4

10-2 磁束密度 〇 〇 〇 〇 4

11 磁界と磁力線 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 13

12-1 コイルの自己誘導・自己インダクタンス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 6

12-2 コイルの相互誘導 〇 〇 〇 〇 〇 〇 6

13-1 熱電効果 0

13-2 圧電効果 〇 〇 2

13-3 表皮効果 〇 〇 〇 〇 4

13-4 磁気ひずみ現象 0

13-5 ホール効果 0

13-6 磁界中の電流に働く力 〇 〇 2

13-7 ゼーベック効果 0

1-1 オームの法則 〇 〇 〇 〇 〇 5

1-2 電力とジュール熱 0

1-3 ブリッジ回路 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 14

1-4-1 ＲＣ直列回路の過渡現象 0

1-4-2 ＲＬ直列回路の過渡現象 0

1-5 キルヒホッフの法則テブナンの法則、ミルマンの法則 〇 〇 〇 〇 4

2-1 交流の値・位相差 〇 1

2-2-1 抵抗のみの回路 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 23

2-2-2 コンデンサのみの交流回路 〇 〇 〇 〇 〇 〇 6

2-2-3 コイルのみの交流回路 〇 〇 〇 3

2-2-4 ＲＣ直列接続交流回路 〇 1

2-2-5 ＲＬ直列接続交流回路 〇 〇 〇 〇 4

2-2-6 ＬＣ直列接続交流回路 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 12

2-2-7 ＲＬＣ直列接続交流回路 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 13

2-2-8 ＲＣ並列接続交流回路 〇 1

2-2-9 ＲＬ並列接続交流回路 〇 〇 〇 〇 〇 5

2-2-10 ＬＣ並列接続交流回路 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9

2-2-11 ＲＬＣ並列接続交流回路 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

2-3 複素数 〇 1

和暦（西暦）

09（2027）
和暦（西暦）
06（2024）

和暦（西暦）

07（2025）
和暦（西暦）

08（2026）
和暦（西暦） 和暦（西暦） 和暦（西暦）
02（2020）

和暦（西暦）

二 ア マ 国 試 無 線 工 学 問 題 出 題 傾 向 分 析

和暦（西暦）
03（2021）

和暦（西暦）
26（2014） 27（2015） 28（2016） 29（2017） 30（2018）23（2011）

和暦（西暦）
24（2012） 25（2013）

第
1
回
　
電
気
物
理

第
2
回
　
電
気
回
路

制作・編集：宇野　孝＠JA2ANM

和暦（西暦）講
座

問題の内容
項
目

05（2023） 10（2028）
和暦（西暦） 和暦（西暦）

出題
傾向

04（2022）01(2019)
和暦（西暦） 和暦（西暦） 和暦（西暦） 和暦（西暦）
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4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 中止 9 12 4 9 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 5 11 5 11 5 11 5 11

和暦（西暦）

09（2027）
和暦（西暦）
06（2024）

和暦（西暦）

07（2025）
和暦（西暦）

08（2026）
和暦（西暦） 和暦（西暦） 和暦（西暦）
02（2020）

和暦（西暦）和暦（西暦）
03（2021）

和暦（西暦）
26（2014） 27（2015） 28（2016） 29（2017） 30（2018）23（2011）

和暦（西暦）
24（2012） 25（2013）

和暦（西暦）
講
座

問題の内容
項
目

05（2023） 10（2028）
和暦（西暦） 和暦（西暦）

出題
傾向

04（2022）01(2019)
和暦（西暦） 和暦（西暦） 和暦（西暦） 和暦（西暦）

1-1 ＰＮ接合ダイオード 〇 〇 2

1-2 ツェナーダイオード 〇 〇 〇 3

1-3 可変容量ダイオード 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 12

1-4 フォトダイオード 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9

1-5 発光ダイオード 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 15

1-6 フォトトランジスタ 0

1-7 エサキダイオード 0

1-8 サイリスタ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 6

1-9 インパットダイオードなど 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 8

1-10 サージ防護デバイス 0

1-11 バリスタ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

2-1 接合形（バイポーラ）トランジスタ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 17

2-2 ベース接地増幅回路、ゲート接地増幅回路 〇 〇 〇 〇 4

2-3 エミッタ接地増幅回路、ソース接地増幅回路 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 14

2-4 コレクタ接地増幅回路、ドレイン接地増幅回路 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21

2-5-1) 接合形Ｔｒの周波数特性 0

2-5-2) コレクタ遮断電流ＩＣＢＯ 0

2-5-3) トラジション周波数ｆＴ 0

2-5-4) α遮断周波数ｆα 0

3-1 接合形ＦＥＴ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9

3-2 ＭＯＳ形ＦＥＴ 〇 〇 〇 〇 4

3-3 ＦＥＴの特性 0

1-1) ＮＰＮ形Ｔｒ増幅回路の種類と特徴 0

1-2) エミッタ接地増幅回路の等価回路 0

1-3) 電圧、電流、電力の増幅度と利得 〇 〇 〇 〇 〇 5

1-4) 抵抗減衰器 0

1-5) 電界効果Tr （ＦＥＴ）増幅回路 〇 1

1-6) プッシュプル増幅回路 0

1-7) 増幅回路の雑音指数・歪率 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 8

1-8) 負帰還増幅回路 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 7

1-9) 演算増幅回路 〇 〇 2

1-10) 反転形電圧増幅回路 0

2-1) 発振回路の原理図 〇 〇 2

2-2) 水晶発振回路、水晶発振器 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 17

2-3) ハートレー発振回路 〇 1

2-4) コルピッツ発振回路 〇 〇 〇 〇 〇 5

2-4) ＰＬＬ発振回路 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9

2-4) CR発振回路 0

3-1) 振幅変調（Ａ３Ｅ） 〇 1

3-2) ＳＳＢ変調（Ｊ３Ｅ） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

3-3) 周波数変調（Ｆ３Ｅ） 〇 〇 2

3-4) パルス変調（PCM）方式 〇 〇 〇 3

3-5) DSP(Digital Signal Processor) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

4 波形整形回路、論理回路 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 31
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4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 中止 9 12 4 9 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 5 11 5 11 5 11 5 11

和暦（西暦）

09（2027）
和暦（西暦）
06（2024）

和暦（西暦）

07（2025）
和暦（西暦）

08（2026）
和暦（西暦） 和暦（西暦） 和暦（西暦）
02（2020）

和暦（西暦）和暦（西暦）
03（2021）

和暦（西暦）
26（2014） 27（2015） 28（2016） 29（2017） 30（2018）23（2011）

和暦（西暦）
24（2012） 25（2013）

和暦（西暦）
講
座

問題の内容
項
目

05（2023） 10（2028）
和暦（西暦） 和暦（西暦）

出題
傾向

04（2022）01(2019)
和暦（西暦） 和暦（西暦） 和暦（西暦） 和暦（西暦）

1-1 ＡＭ（Ａ３Ｅ）送信機 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

1-1-1) 周波数逓倍器 〇 〇 〇 〇 〇 〇 6

1-1-2) 振幅変調の平均電力 〇 1

1-1-3) アンテナ整合回路 0

1-2 ＳＳＢ（Ｊ３Ｅ）送信機 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 13

1-3 ＦＭ（F3E）送信機 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 18

1-4 電信（Ａ１Ａ、Ａ２Ａ）送信機 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 7

2-1） 受信機の感度 0

2-2) 受信機の選択度 0

2-3) 等価雑音温度 0

2-4) 電波雑音 0

2-5) 信号対雑音比 0

2-6) 高周波増幅回路に求められる条件 0

2-7) 混信妨害 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 12

2-1 スーパーヘテロダイン受信機 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 27

2-2 ＳＳＢ（Ｊ３Ｅ）受信機 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

2-3 ＦＭ（Ｆ３Ｅ）受信機 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21

2-4 ソフトウエアー無線機 0

1 電波の不要輻射に関する法律 0

1 基本波による電波障害 〇 〇 2

2 高周波による電波障害：ＨＰFとＬＰＦ 〇 〇 〇 3

3 寄生発射（スプリアス発射） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 13

1 交流 〇 〇 〇 〇 〇 5

2 単相整流回路 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 22

3 平滑回路 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 7

4-1 定電圧回路 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 7

4-2 直列形定電圧回路 0

4-3 スイッチング電源回路 〇 〇 〇 〇 〇 〇 6

5 リップル率 〇 1

6 電圧変動率 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

7 整流用ダイオードの逆方向電圧 0

8 トランス回路 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 14

9 電池 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 34
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4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 中止 9 12 4 9 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 5 11 5 11 5 11 5 11

和暦（西暦）

09（2027）
和暦（西暦）
06（2024）

和暦（西暦）

07（2025）
和暦（西暦）

08（2026）
和暦（西暦） 和暦（西暦） 和暦（西暦）
02（2020）

和暦（西暦）和暦（西暦）
03（2021）

和暦（西暦）
26（2014） 27（2015） 28（2016） 29（2017） 30（2018）23（2011）

和暦（西暦）
24（2012） 25（2013）

和暦（西暦）
講
座

問題の内容
項
目

05（2023） 10（2028）
和暦（西暦） 和暦（西暦）

出題
傾向

04（2022）01(2019)
和暦（西暦） 和暦（西暦） 和暦（西暦） 和暦（西暦）

1-1 半波長ダイポールアンテナ、逆Vアンテナ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 23

1-1-1) エレメントの短縮率 〇 1

1-1-2) エレメントの実行長 0

1-2) 八木・宇田アンテナ、スタック八木・宇田アンテナ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

1-3) 接地アンテナ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 13

1-4) ループアンテナ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 7

1-5) スリーブアンテナ、ブラウンアンテナ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

1-6) コーリニアアンテナ 〇 〇 〇 〇 〇 5

1-7) 折返し半波長ダイポールアンテナ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 8

1-8) ディスコーンアンテナなど 〇 〇 2

2 アンテナの利得 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 8

3 アンテナの絶対利得と相対利得 〇 1

4 アンテナの放射抵抗 0

5 アンテナの放射効率 0

6 アンテナの放射電界強度 0

7 受信点における電界強度 0

8 受信機の入力端子電圧 0

9 定在波比（VSWR） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9

10 アンテナの電圧反射係数とVSWR 〇 〇 2

11 給電線（導波管を含む） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 25

1 電離層 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 19

2 電波 〇 1

3 第一種減衰と第二種減衰 0

4 VHF,UHF電波の伝搬（等価地球半径） 〇 〇 〇 3

4-1) 直接波と大地反射波 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 16

4-2) ラジオダクト 〇 〇 〇 〇 4

4-3) 山岳回折伝搬 〇 〇 2

4-4) スポラディックＥ層による電波伝搬 〇 〇 〇 〇 〇 〇 6

4-5) 散乱現象による電波伝搬 〇 〇 2

5-1 HF帯電波　ショートパスとロングパス 〇 〇 〇 〇 4

5-2 反射電波の最高使用可能周波数 〇 〇 〇 〇 〇 5

5-3 ＭＵＦ、ＬＵＦ、ＦＯＴ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 25

5-4 フェージング 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 7

5-5 電離層のじょう乱現象 〇 1

6 アマチュア衛星、GPS、ドプラ効果 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9
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4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 中止 9 12 4 9 12 4 8 12 4 8 12 4 8 12 5 11 5 11 5 11 5 11

和暦（西暦）

09（2027）
和暦（西暦）
06（2024）

和暦（西暦）

07（2025）
和暦（西暦）

08（2026）
和暦（西暦） 和暦（西暦） 和暦（西暦）
02（2020）

和暦（西暦）和暦（西暦）
03（2021）

和暦（西暦）
26（2014） 27（2015） 28（2016） 29（2017） 30（2018）23（2011）

和暦（西暦）
24（2012） 25（2013）

和暦（西暦）
講
座

問題の内容
項
目

05（2023） 10（2028）
和暦（西暦） 和暦（西暦）

出題
傾向

04（2022）01(2019)
和暦（西暦） 和暦（西暦） 和暦（西暦） 和暦（西暦）

1 指示電気計器 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

2 永久磁石可動コイル形電流計 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 17

3-1 整流形電流計 0

3-2 デジタル電圧計 〇 〇 〇 〇 4

3-3 計数式周波数計、ディップメーター 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 16

3-4 スペクトルアナライザー 〇 〇 〇 〇 4

3-5 ＣＭ形電力計 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 8

3-6 オシロスコープ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 12

3-7 計器の内部抵抗 0

4 電圧計、電流計の測定範囲の拡大 〇 〇 〇 〇 〇 〇 6

5 Ｊ３Ｅ送信機の出力電力測定方法 0

6 接地板の接地抵抗測定 〇 〇 〇 〇 4

7 電波の防御指針 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9

8 スミスチャート 0

0 0 0 27 27 27 25 27 25 25 26 24 23 23 25 27 26 25 31 24 27 27 28 24 23 25 25 0 24 26 22 29 28 23 24 26 27 29 31 25 29 30 28 26 0 0 0 0 0 0

注： 国試実施期当たり　Ａ問題20問 + Ｂ問題5問の合計25問題　が出題されるが、
一問題中に他問題にもかかわる問題があったり、同じ様な内容の問題が複数出題
されるときがあり、必ずしも集計が25問題にはならない。

出題数

第
　
回
　
測
定

１０
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